
（別紙２） 

国診協 地域ケア委員会 リハビリテーション部会 

「リハビリ専門職の人材育成にかかる研修会」 
日 程 表 

 

於）横手市大森町高齢者等保健福祉センター「多目的ホール」 

 

研修テーマ ： 連携と協働で作る地域包括ケアシステム 

            ～地域連携におけるリハビリ専門職の役割～ 

（1 日目） 令和１年 11 月 15 日（金） 

13：00 受付開始・集合 

13：20 開講式 

 挨拶 小野 剛 公益社団法人全国国民健康保険診療施設協議会副会長 

           （秋田県：市立大森病院長） 

13：30 

～ 

14：30 

○特別講演 （60 分） 

 「地域包括ケア時代におけるリハビリテーション専門職（仮）」 

   講師：松坂誠應先生（長崎県・長崎リハビリテーション病院地域リハビリテーション統括） 

 休憩 

14：40 

～ 

15：10 

○報告Ⅰ  （30 分） 

「市立大森病院が取り組む地域包括医療・ケア」 

講師：小野  剛（秋田県：市立大森病院長） 

15：10 

～ 

15：40 

○報告Ⅱ  （30 分） 

「横手市における地域包括ケアの取組み」 

講師：高橋智子（秋田県：横手市地域包括支援センター保健師） 

 休憩 （会場レイアウト変更） 

15：50 

～ 

16：30 

施設見学  （40 分） 

  ・病院（地域包括ケア病棟・リハビリテーション科等）／老健施設 

16：40 

～ 

18：10 

〇活動報告 （90 分） 

市立大森病院の地域包括医療・ケアの構築に向けたリハビリ専門職の取り組み 

1）「地域包括ケア病棟での取り組み」 

発表者：渡邊稔彦（理学療法士） 

2）「通所リハ・訪問リハでの取り組み」 

発表者：及川優子（理学療法士） 

3）「予防事業での取り組み」 

発表者：民谷紀幸（理学療法士） 

＊ディスカッション 15 分 

司会：市立大森病院リハビリテーション科 

 移動（休憩）  ※施設専用バスにて移動 

18：30 

～ 

20：30 

○情報交換会（交流会）    ※参加費：1 人あたり ５,０００円 

会場：おおもり温泉 さくら荘    〒013-0521 秋田県横手市大森町字持向 165 

TEL0182-26-2301 

   司会：市立大森病院リハビリテーション科 

  



 

 

（２日目） 令和１年 11 月１６日（土） 

8：30 集合 

8：40 

～ 

11：40 

○活動研究  （180 分） 

テーマ：「地域連携におけるリハビリテーション専門職の役割」 

1）基調講演  （40 分） 

    講師：北谷正浩 （国診協リハビリテーション部会 副部会長） 

    演題名：地域包括ケア病棟（病床）と地域連携 

      ‐ 第 59 回全国国保地域医療学会、専門分科会（リハビリ）シンポジウムよりまとめ ‐ 

2）グループワーク （120 分） 

   ・目的：参加施設の活動紹介と情報共有 

     ・ファシリテーター（国診協リハビリテーション部会員） 

     ①院内連携の課題と工夫（地域包括ケア病棟、回復期リハ病棟他） 

     ②地域連携（医療・介護連携、地域ケア会議等）の実際と課題 

     ③国診協リハ専門職として地域に資するために明日から行う準備、条件     

３）まとめ・講評 （20 分） 

    ・松坂誠應（長崎リハビリテーション病院、全国地域リハビリ支援事業連絡協議会会長） 

    ・林拓男（公立みつぎ総合病院、広島県リハビリテーション支援センター長） 

司会：村上重紀（国診協地域ケア委員会・リハビリテーション部会部会長／広島県・公立

みつぎ総合病院参与） 

11：40 

～ 

閉講式 

挨拶 全国国民健康保険診療施設協議会 担当副会長 

 ※参加者アンケート  ※集合写真撮影 

11：50 解散 

＊予定は若干変更される事があります。 

 


